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この調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものであるc
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北海道立地ド資調調査所

北海道技自rjJ鈴木 守

北海道嘱託浅井 宏

はしがき

小利別i也貨同市長およびf~J 説明書は，昭和 35 年から昭和 36 年いかけこの 2 年!日]いわたり，

延約 180 日間で行なった野外調査の結果をとりまとめたものである【

野外調査にあたっては，つぎの各氏に協力していただいたぐそれぞれの分担地域を明記

して， }享く謝意を表する η

安藤久男* 土問常呂川および仁居常日川流域

太田昌秀** 小利別部落東方から訓子府町にかけての地域

春 H 井昭料* ニイトマム川および太辛川流域

橋本誠二料 勲噸別川およびポントマム川流域

武田裕幸料** 凶|幅東南部地域

また，この説明書のとりまとめにあたっては，隣接悶|隔の但当者である，工業技術院地

質調貴所北海道支所の沢村孝之助，山口昇ーの両氏，および，北海道立地下資源調査所の

長行川潔，三谷勝利，藤原有夫の各氏から， 多くの有益なえtJ命および助Jを頂いたっとく

に，長谷川潔氏からは，1;:公表の資料を一部借用させて頂いた(

また，現地では，陸別町工藤陥吉町長，千葉俊一助役，加藤友吉商工係長，および， j生

別営林署の各位から，一方ならぬ御世話になった。これらの方々に，厚く御礼を申しあげ

る。

* 北海道開発局(北海道大学在籍 III に行なった)

中市 北海道大学

料* 北海道学芸大学

*中** 国際航業株式会社(北海道大学在職中に行なった)
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I 位置および交通

この同幅は，北緯 43"30'~43c40七東経 143~30'~136°45'

の範囲にあり，釧路国と北見国の北西端境界部付近に位置

しているつ行政区画のうえでは，北部の北見国側の西部地

域は置戸町に，東部地域は訓子府町に，また南部釧路国側

は陪別町に，それぞれ属している。

同幅地域内には，多くの交通網が発達している σ とくに

重要なものは，図幅地域の北西から南東にかけて，この~

幅地域を斜めに横断して通っている国鉄池北線と，これに

ほぼ平行に走っている白動車道路であるのこれらはとも

に，北見と十勝とを結ぶ幹線として重要な役割を果してい

るのこのほか，ほとんどの河川ぞいには，自動車道路ある

いは歩道が通じているのさらに，図幅地域南部のニイトマ

ム川ぞいには，陸別市街から陸別営林署の森林軌道が，ま

た北西部の土居常白川およびf二居常呂川ぞいには，置戸市

街から営林署の森林軌道が，それぞれ敷設されている。

II 地形

この凶幅地域は，すでにのべたように，北見国と釧路国

の西北端境界部にあたり，その国境稜線がほぼ NE-SW

方向に走「ている。しかし高度の点からみれば，それほ

ど高くはなく，最高で、 867m ほどである(一方?最も低い

ところでも 236m ほどであり， I高低差が 630m ていどにす

ぎない行そのために，全般に，割合なだらかな地形になって

いる竺それでも，この図幅地域の地形を険討してみると.

いろいろ興味ある事実がみとめられる勺

まずこの図幅地域の現地形をみると，大体二つのそれぞ

れちがった特徴をもった地形区のようなものがみとめられ

るつ

すなわち，

-2-

圏
直
道
絵
型
図

F
憾

E
K

町

阿ラ



1) 凶幅地域の基盤を構成している小利別層の分布地域の地形

2) 新第三紀および第四紀の堆積岩や火山岩の分布している地域の地形

これらの特徴を，簡単に説明するとつぎのようである。

1) は， V 宇~J: のかなり切り立った谷地形をしめし，尾根の幅がせまい。また， fJ 密度が

高く， しかも，かなり直線的な配置をしめす(

2) は，緩やかな凹地状の谷地形をつくっており，尾根 l隔は広い今また，行密度は(ほし

不規則な形をしめしているハ

このような地形とのちがし 1は，明らかに，地買内容(地質時代，地質構造，百貨)の差

によるものである内とくに， 1) の谷地形は，地質団には支現できないような小断層や勇断

帯の影響によって形成された断層谷とみることができるの

一方，地形断面図からみて，おおよその標高;こして， 250m , 300m.500ffi ，および 600

第 2 図 地形復元凶 (1 km の l陥で谷をうめである)

つ
- J -一一



m の平坦面ないしは高度のそろう点の存在することがしられるのこれらのうち， 600m 面

は，地形復元凶から明らかなように，熔岩の流走面であると推定されるの

その他の面については，段丘面であるか準平原であるか問題はあるが，ここではし、ちお

う段丘面として取扱うことにする c これらのうち，もっとも広い平坦面をつくっているの

は， 400m 面であり，ついで 500m 面である。これに対して， 250m および 350m の各面

は，現河川の流域にそって発達しているだけである

III 地質

III.1.地質概説

小利別凶|隔地域の地質構成は，第 3 凶にしめしたとおりである。

最下部の基盤を形成しているのは，先白重紀の小利別層で， l司幅地域の東側に分布して

いる。おそらく，日高累層群上部の空知層群中の山部層に対比されるものとおもわれる。

おもに，スピライト質岩類とその砕屑岩類，および赤色チャートなどからなりたっている。

この地層は，構造的には，この lヨ幅地域から東隣接本岐|司幅地域にかけて|隔 10 数 km で，

南北に帯状に分布している常目帯にふくまれるわ

小利別層をおおって発達している第三紀の堆積岩層は， r注号 IJ 層と十勝層群に属するもの

がある。

|珪別層は|達成堆積物から構成されており，地質時代は明らかでない。

この地域に分布する十勝層群は，最下位のラワン時岩砂岩層と，中位に相当すると考え

られる丈線層だけであるケ

これらの堆積岩層は，この以]幅地域内では，ともに小範囲に分布しているにすぎない。

この|計画地域でもっとも広範囲に分布しているのは，鮮新計の一連の火山活動によると

みられる膨大な火山岩類である F 最下位は勲禰別熔岩とよんでいる玄武岩熔岩である。そ

の上に， JtI~性安山岩類から構成されているトマム j院岩煩，さらに集塊岩および安山岩の複

合体からなりたつ釧北火山岩煩が充達しているのまた，釘 II北火山岩類を貫ぬいている石英

粗面岩やかんらん石玄武岩の小注入休がみられるの

なお，これらの火山岩類の問 l こ， rt 1新位に属するとおもわれるフロピライトが，ごくわ

ずかではあるが顔をだしている

第四系は，新第三系をおおって分布している合かんらん石安山岩の 1050 m ~lj熔岩と，士

居常目川や仁居常呂川ぞいにそって分布している熔結凝灰岩，および各河川にそって発達

する段丘堆積層，あるいは，この間に介在している火山灰層，などから構成されている。

- 4 -
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弟
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更
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新
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砂.磯
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新 魚手 否記5 ・ '0. 砂岩

釧北火山岩類 襲墓撃霊祭童 望号
安山岩熔岩
安山岩質集塊岩

第 トマム川熔岩類
板状節理の発達し

た基性安山岩
新

議
勲禰別川熔岩 玄武岩熔岩

火山活動

長文線層
砂岩.凝灰岩，

世
i疑灰質砂岩

塁 ラワン礁岩砂岩層 細粒燦岩

キ己 構造運動
中

十~、v，vvv、、...，〆vv、V〆vvv、v〆vレv、ν，v,Vv、w,来斤 プロピライト ?i山岩fT プロピライト

世

第三紀 陸 月 [J 層 事940・0守・.o'誕Q・T。F0::k0Dq・0.・ネ0・タタi.，。念;。二J2。。・:hf:空Euo・.Q.-￡z。L-ロ:G40:機岩，
侵蝕間隙
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二L
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累 小利別層
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ピライト tt~t{

フ 石灰岩をはさむ

キ己
層

群

第 3 図模式村: ;1た l三[

III.2 地質各説

III.2.1 ジュラ系

III.2.1.1 小利別層

小利別居はまえにのべたように， [';<)111 両地域の来 {HI] に， I叫 i隔の約 4 分の 1 ほどの範囲をし

めて，南北方向に分布している。

- 5 ー



この地層は，地質図にもしめしてあるように，大きく，赤色チャート，輝緑岩質凝灰岩，

およびスピライト質岩類の 3 つに岩相区分をすることができるうこれら各岩相問の層序関

係は， 土下関係の明らかなところもあるが，指交関係をしめすとみられるところもある。

しかし，擾乱されていることに加えて，露出が不良であるために， I醤!下関係はまだ確立さ

れてはし、ない。しかし，大まかに地質構造をみると，小手Ij別部落付近を NE-SW 方向に

走る断層線を境いにして，二つの構造単位のようなものにわけることができるハ断層線か

ら北西側は，北方に聞いた緩い向斜状構造を形成しているのに対し，南東側では，東側に

45 度内外の傾斜をしめす単斜構造を形成しているハこのような地質構造からみて，今後の

詳細なそして広範な調査によって，割合容易に層序の組立てができるものと考えられる。

つぎに，各岩相について説明する η

赤色チャート (Sc)

この岩石は小利別部落の北東地域に乞く分布しているが，そのほかの地域にも，各所に

層状に分布している。

岩質的には全体がし、わゆる赤色チャートではなくて，間にかなり赤色の凝灰質岩をはさ

んでいるっ一般に，層理面が明瞭であり，これに平行な節理あるいは割目の発達もいちじ

るしし、。

典型的な赤色チャートは，明るい赤色あるいは濃い陪赤色をしているのこのような岩質

のものを顕微鏡下で観察すればつぎのようである。

全体が赤色味をおびた微細な不定形の石英集合体からなりたっている η この間には，

多数のラジオラリヤが散点しているのまた，これらを貫ぬいて，多数の石英細脈が発達

している。

このような点から，北海道の中軸帯のほかの地域のものと同様に，いわゆるラジオラリ

ヤチャートであることがわかる勺

輝緑岩質凝灰岩類 (St)

輝緑岩質凝灰岩類として取扱ったものには山、ろいろの岩相をふくめてある。すなわち，

集塊質，角喋凝灰質，粗粒あるいは湘粒凝灰質，および，珪質などの岩相があり，一部に

緑色頁岩質岩相をはさんでいる。また， レンズ状の石灰岩が介在している c

国幅地域の北東端付近に分布しているものは，集塊買ないしは角時質凝灰岩相が大半を

しめている。(第 4 図)しかしふくまれている角礁が減少すると，層理の明らかないわゆ

る層灰岩といわれるような岩相を形成している。また，珪質岩相でも明らかな層理面が発

達しており，一部では緑色チャートになっている。一方，中央地域から南部地域にかけて

- 6-



ヨ mIn

は中lit，'i.の {I少民凝灰れとよべる

ようなれ十uが大、j':をしめてお

り，この間に，細粒のi疑!1Z¥ct

や IJL1-紋色の(({';-質円相が，作

所にみとめられるつ一般に，

同岬ーのたj主が忠く， )骨Ff!_L面は

この it'にふくまれている {ilk

右の!首 J~tから 1ft察できるだけ

にすぎないσ

輝紘 ~{}'Ff{疑 IRJMにふくまれ

-、 司 .II.? め勺， -~ , 1 、 司、 ヴ パー、イ耳二

，"-- v 、<;J IIJII守二 V~V よし、〆コ U 、 r)ν) 1'早.

第 4 図 時緑岩質凝灰岩(向暁凝灰岩村j) iiiがあるハその大部分は，ス

ピライト民有顕である《このほかに， l寸|隔地域の北京H_;~に， *iHJJ イ i 央片山や閃秘むな

どの計n がみとめられた〔このようなむflーの怠味することについては，なおう後険，i，rする

ことが必要であるつ

スピライト質岩類 (88)

ここでスピライト IT計類として取抜うおイ iは，つぎのような性白を備えているものにつ

いて使用しているハ本オミのi生 1ftはー玄武岩質あるいは輝弘行買であったが，現在ある性質は，

胃長行化および吋氾イ i化という二つの作用 これは|司 II!jーであるが によってもたらさ

れたものであるへしたがって， ソー夕、合有率が仔通のよil;': 'Nや輝総 7iに比較してひじよう

に高く 4 り内外から 674内外をしめしている n

この地MZのスピライト 'NY; ~夕、には，二つの号)_i9~，;i;Uj!jされる p 一つは， 1:fII f:' の蹄は日質FJ

であり，他の一つは，典刑(!りなスピライトである A 量的には，正倒的にがi f;が多いっ

細粒輝質岩質岩相

この岩石は，利引J川ぞいに庄をつくって露11\しているほか，九!りIに，大きなれ休をつくっ

て分布しているぺ長色の棋密なJド顕品質店で、ある c 勇断運動の l三月下をうけているために，

割日がし、ちじるしく主連し，とくに強く勇断運動の働いたような部分は， )，状化している c

常日借のほかの地j戒には，この行石の枕状熔岩がしられているようであるが，この i叫脳地

域では明らかでな1.川

顕微鏡ドでの観察によれは、，つぎのようである。

ひじように制粒の科長むと普通輝正:1 が，サブオフィックあるいはインターサータル組織

- 7
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第 7 図典型的なスピライト

第 6 図枕状構造をしめす

をしめしている。また，これ

らの間には斜長石))I 品が散点

しているわこの斑品は，一般

に長佳 O .4 mm 内外の大き

さのものであるが， 0.6x2.0

mm ほどのものもみとめられ

る c 害Ij R の発達がし、ちじるし

く，ひじように汚れた感じで，

外械のこわれているものが

多い c 石基の斜長石は，長軸

O.lmm ほどの長さの柱状結

晶で，斑品と同様にひじよう

?nun に汚れているつそのため，こ

第 5 図 スピライト質岩(細粒輝緑岩相) れらの All 成分は明らかでな

いが，曹長石質であろうと推定される。普通輝石は無色の 0.02mm の大きさの粒状結晶

である。これも，チリ状物質に置換されていたり，緑泥石化されているものがある守これ

ら全体を貫ぬいて，多数の緑泥石脈が発達しており，一部にはブ j解石脈もみとめられるの

この明の岩石は， ソー夕刊の合量が 4 ガ内外の値をしめしている。

典型的なスピライト

この宕 μは， :f単純岩質凝灰岩 Iドにレンズ状に介在している c l司幅地域の東端部には，この

岩石の見事な枕状構造をしめすものがみとめられる(第 6 凶)。陪赤褐色を呈する椴密で

ど三 i

寸ヂ/点張市九ハ
L

ピスライト

硬質な非顕品質告であるハと

きには，杏仁状構造の主連し

ているものがある c

顕徴鏡ドで、観察すればつぎ

のようである c
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ハイアロオフィティッケあるいはノミリオリティヅク組織をしめしているつこれらの斜長石

は， O.2mm 内外の長さをもった長柱状結品で， いちじるしい控曲形をしめしている。大

部分の斜長石は，微細な禄泥行に置換されており，汚れがいちじるしい。一般に，多少の

斜長石])]品がみとめられる p これも，ほとんどが緑泥石化しており，わずかに汚れた斜長

石が姥されているといった状態である【 f干仁をふくむものでは，杏仁は微細な緑泥石集合

や方解石によってうずめられている〔このらの各鉱物や存仁の聞は，土:伏の亦鉄鉱や緑泥

石によってしめられており，カラスの有無は明らかでなし~

この種ーの岩石のソータ合量は， 6.°';'什外のかなり高い11琶をしめすようであるが，一般化

緑輝III.2.1.2

できるかどうかについては，なお今後乃険討が必要である

~ミ

岩 (Db)

ここで締結岩としてあげ、た芋f i-iは，まえにのべたスピヲイト賢官類とは性買のちがう，

:ii: I 刑|宇宙土手と日-7:.、七芝 、- .'1¥~.~t~-l ご刊， 'j 十 1 日七廿円ふやい‘ ニ主 J -:"，，:"，引 ?ム 件マ己百三日-7':'.、引 で芳ふ}斗口口 fミ ム Vプで、
人斗ノ、一七川千三 q小乍寸 、、 dノ 'OJ (', '-'"ノ L 1~l I'~ノ μL ノ \μ 、j 却j ノJ ・ J ユ ノ II 、L '-6) 、JIJ'f コ二手ミ庁、 L '-6)raJ/)'，OJ-' 灯 V) I)~ ¥...

*ない「

この岩行は，小手IJ 号 ij を貫ぬく III画数 m の岩床状の小近入体として分布している内スピライ

ト貫岩類が非顕品質であるのに対し，優黒色のやや粗粒な顕品質岩であるわ

この岩石は，典型的なサフオフィティック組織をしめしている。普通輝石は O.5mm 内

外の大きさで，多くの割目が発達しており，そのためにブロック化がし、ちじるしいの間辺

部がやや紫がかった，チタン質のものが多い門また，問辺や害IJ 日にそって繰泥石化している

ものがあり，一部のものは分解してチリ状物質に置換されているぞ斜長石は長径 0 .4~O.6

mm ほどの長柱状結品である

カミ，ほとんどがチリ状物質を放

1:11 して汚れているわこれらの問

には，緑泥石脈や石英脈が発達

している

この司!のあれよ宕では， ソーダ

ff 註が一般に 27J内外である

小利りIj層からは，現在のとこ

ろ，ラジオラリヤ以外の化hi ま

みとめられていな~、

層!享は，士 2 ， OOOm ほどでな

し、かとおもわれるが，確かでな
2m宜主

し、内 第 8 図 官軍 緑 <-L'
で王

持c この岩石は，岩質の点で神間台泣構 jiE 叶?の中粒輝緑岩ににている。
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111.2.2 第三系

111.2.2.1 陸別層 (Rk)

陸~Ij層は，この国幅地域の東端部;に分布しており，諸接本岐川|隔地域内に拡っている。

露出が不良なために，構造は明らかでないが，小利別!掃を l副主不整合におおっているこ

とは確かであるつこの地域に分布している陸別層は，機岩だけであり，化石はみとめられ

ないの喋種は基盤からのものだけであり，スピライト頁岩煩，チャート， .(i灰岩，粘粒岩，

および硬砂岩などがあるつ

この地層の地質時代については，その中にふくまれている植物化石から古第三紀である

ということがし、われているようである。しかし，この凶|隔では，この点を明らかにするこ

とができなかったっ

層厚は，大体 200m ほどであるつ

III.2.3 新第三系

この図幅地域に発達している新第三系は，ほとんど大部分が鮮新世のものとみられる堆

積岩類や火山岩類、であるの中新世と考えられるものは，すでにのべたように，局所的にあら

われているプロピライトだけであるつ一般に露出に乏しし正確に地質関係を把握するこ

とが困難である。

III.2.3.1 プロピライト CPr)

プロピライトは，勲雨別川上流部と民幅北端の土居常呂川ぞいに分布している。ともに，

断片的な露出しかみられないために，まわりとの地質関係は明らかでない。

熱禰別川のものは，暗禄色ないしは緑黒色で，汚れた H長石斑品の目立つ硬質岩であ

る。これに対し，土居常呂川ぞいのものは，暗褐色，かなり新鮮な感じの岩石であるの

これらを顕徴鏡下で観察すれば，つぎのようである。

勲桶別川のもの

斑晶としては，斜長石にしそ輝石とがあるが，ほとんど大部分は斜長石である。斜長石

は 1.0~2.0mm ほどの大きさで， 割合新鮮であるが，割目の発達がし、ちじるしし、。しか

し，部分的ではあるが，緑泥石や方解石によって置換されている。しそ輝石は，ごくわず

かしかふくまれておらず， O .4 mm の大きさで，割日や男聞にそって緑泥石化している。

石基はハイアロピリティック組織をしめしている。長径 0.1~0.2mm ほどの柱状斜長

石の聞には，不規則な形をした曹長石や微細な緑泥石集合物が発達している。また，これ

らの聞には，不透明鉱物が多数散点している。石基中には緑泥石以外の有色鉱物はみとめ

* 北海道大学理学部棚井敏雅助教授による。
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られない r

士居常日川のもの

斑品として，多数の普通悔石と科長石のほか，少量のしそ輝石をふくんでいるの普通輝

石は.O.6mm ほどの大きさをもち，まわりの方が緑色角閃石化しているものがあるのま

た，余l 長石や不透明鉱物を包かしているものがある p 斜長石は，長軸 O.7~2 .4 mm 内外の

板状結品で，内部が汚れており，まだら状に曹長石によって置換されている n

石基はハイアロピリティック組織をしめしている戸そして，勲繭別川のものと同様に，

不規則な形をした曹長石が問をうずめている戸しかし，緑泥石はあまりみとめられない。

これらの問には，粒状の普通桝石や不透明鉱物が散点している

ここでのべたプロピライトのうち，士居常日川のものは，結i尼行があまりみとめられず，

したが/)て，いわゆるブロピライトとして取抜うことは妥当でないかもしれないヶしかし，

1:Jt!ξ叶Jf~"切り 4 L{，)皆;民{:J υYF成刀、，熱情

ライトとしておき fこ \"0

III.2.3.2 十勝層群

十勝層群は， 1958 年に三行勝利らによ η て名命された軒新 ttt の思層であるわその惇式地

は，この図幅地域南方足寄町の利別川および足寄川流域である〔

この図幅地域内に分布している十勝層群に属する地層は，ごく一部にすぎない σ また，

その分布範囲もひじようにせまい p

III.2.3.2.1 ラワン様岩砂岩層 (Hr)

この地層は，十勝層群の下部官である本号rj 胃乃最下位の剖:1普である(つまり，この地域

の鮮新世の基底を構成する地層である戸悼式地では，本りijJ膏は四つの剖~ I香に区分されてい

るが，この地域では，この部層しか分布していな L 、と

牢

この地層は， l~ilJ面 IN部 7) ;DJ(~爾す IJ 川ドifLおよび示ンヤマム fil 刀流域にた1主しているの全般

l ご露出が:$;くを!司傾斜 l土不明である「 したが(て，その地買内容もあまり明らかでない

が，野外で観察できるかぎりでは，時岩だけからなりたハているようであるの

概岩はやや硬質の部分もあるが，この地域のものは ， --JiY}:( こハンマーで容易に掘りくず

すことができるていどのものである(

本 陸別図幅によれば，勲禰別川下流地域はフグロ沢骨という中新世の地層になっている η

しかし，この凶幅調査の結果や地質調査所支所の山口昇一氏によるフクロ沢層から採取

された化石内存などによれば，むしろ，ラワン主要岩砂岩胃の一部と考えた方が妥当であ

るという結論をえたσ したがって，この凶帽では，フクロ沢層という名称をやめ，ラワ

ン喋岩砂岩層として坂扱った。

-11-



礁の大きさは，米粒大から李大ていどで，よく円磨されているの

礁の種類は， 80~90 ~{ほどまでが基盤岩喋であるのすなわち，花崩岩，斑楯岩，輝緑岩，

スピライト，ホルンフェルス，チャート，粘板岩などであるつこのほかに ， lO o~内外では

プロピライト，安山岩， μ英粗面岩などがみとめられる令また，礁の聞をうずめあるが，

ている砂粒として，多量の石英がみとめられる。

線部落付近に分布しているの利

この地層は，図幅東南部の文

別川ぞいには，第 9 閃にしめし

このような喋岩の性質は，こ

の地層全体をつうじみられるも

たように，切り立った虚をつく

層線文

ののようである。

III.2.3.2.2

って露出しているのしかし，露

出がこの付近だけしかないため
第 9 図文線層の露出 上部には，第 3 段丘堆積物

と置戸火山火層がのっている

砂層

褐鉄鉱j允澱部

炭化木片を含む砂岩

組粒砂岩

白色凝灰岩

凝灰岩，粗粒凝灰質砂岩，

細粒磯岩互層

第 10 図文線層，第 3 段丘推積，置

戸火山灰層

ミド::- :" ~ ~、白 Q ッ'、、 、

II 、"、印、

<'l -::;. - 'l、

喝ト ミト ぐト ミト

~ -;::. ::::::(,,, II II
\、 、 ミト

。 11-:;- (/-:; ..;

II ふ oミ雪 、、守 、I{ ~

、、"、 Ii 、 庁

~ ~ -:; ~

~ミと ー、 II 、 II、

協議
¥

ど
.，・ー一ー.'・ ・・.・

|句トー

・.・ 一ー

1 ・一!、十

民

に，まわりの地層とその関係は

ほとんどわからない。西側のラ
置
戸
火
山
灰
層

ワン喋岩砂岩層との関係は，おそらく断層であ

ると推定されるの

文線層は，凝灰岩，粗粒砂岩および細粒礁岩

などの互層からなりたっており，ほほ、水平に近 堆
積
物

第
三
段
丘

し、重なりをしめしている(第 10 [z])c その層厚

ム
メ
線
層

は，部分的な露出しかみられないために明らか

でない。

この地層の層準ははっきりしないが，岩質の

点からみて，足寄層の主部層の一部に相当する

のでないかと考えられる。

鮮新世火山岩類III.2.3.3

鮮新世の火山活動によるとみられる火山岩類
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この図幅地域でもっとも広範囲に分布して

トマムいる。これは，下位より，勲、禰別熔岩，

は，



2mm

第 11 図勲桶別熔岩

円百公Hム~fr.--h:プ司会保臼ぱ石，-み- J乃》ぶ干

此>t T玖吏兄 I '-Iド;I(.苛τ フイし''"'ノど νノ

ょうである(第11 閃ト

斑品として，少ほの普通輝石

や斜長石がみとめられるべ普通

輝石には，波動消光をしめすも

のが多いっ

石基はインターグラニュラ一片

組織をしめしている勺斜長石は

到状，柱状，長柱状で，ひじよ

うに新鮮であるハ中には，普通

輝石粒を包かしているものがあ

る r 輝石は不規則な形をした粒

状結品で，分解して汚れている

ものが多いハこれらの問には，磁鉄鉱粒が散点しているc

川熔岩類，および釧北火山右類の三つに分類;することができるの

III.2.3.3.1 勲禰別熔岩 (Kb)

この熔岩は玄武岩熔岩であり，勲、禰別川下流地域から日宗にかけての地lirt< の{支持tU二分

う布している勺また，その一部は釧北信号所の東南付近にもみとめられる(全般にひじょ

に露出が思く，この分布も，大半は転石によって押えたものである士そのために，地質関

係を明らかにできるところはないっしかしおそらくラワン棟右砂岩崎を lr'L按におおい，

トマム川熔岩類、によっておおわれているものとおもわれる r

斑品に乏しい褐色あるい濃灰色を呈する撤密な硬質告である n 一般にトりたの節j型が発注

しているが，あとにのべる安山右にくらべて，間隔が広くまた規則正しいものではないよ

うである(

III.2.3.3.2 トマム川熔岩類 (Tv)

トマム川熔岩類は，まえに説明したラワン瞭岩砂岩層や勲繭別熔右をおおって広く分布

している n

この熔岩類は，大まかにみれば， 2 種煩ほどの岩相から構成されているのしかし，これ

らがそれぞれ，どのような関係にあるかは明らかでない。

もっとも広く分布しているのは，勲禰別川上流地域から北西の士居常呂川地域にかけて

分布している岩相であるわこの岩十日には，鉄千石様の板状節Jillが発注している c 板状節理

の発注の仕方には， 3~5cm ほどの間隔のものと，数mm ほどの間隔のものとがあるの前

者は，陥褐色，陥灰色， ~古緑褐色などで， i~十長イ-J の斑品が多数みとめられるが，後者は，

- 13-



黒色で， ;H長行斑品がわず、かし

かふくまれていないれしかし，

この二つを顕微鈍下で観察すれ

ばあまり長異がなし、(指 12 同)。

斑品としては，多数の斜長石

と，少呈の普通輝石やしそ輝石

をふくんでいるわ斜長石斑品

は， 0.2x0 .4~0.8x1.0mmほ

どの大きさの板状結品で，とき

には，集.8I品をつくっているの

があるのまた，内部に，粒状の

普通輝石を包かしているのもあ

る。

~InUl

第 12 図 トマム川熔岩類鉄平石様の岩相

石基には，節理由に平行な流理構造が発達しているわすなわち，多量のフェルト状斜長

石が方向配列しており，この間を粒状の普通輝石がうずめているわガラスはごく少量しか

みとめられない〔また，これらの問には，磁鉄鉱粒が散在しているわ

これまで説明してきた岩相よりは分仰がせまいけれども，ちがう吉相が太平川流域から

東側にかけてみられるハこの岩相にも，いくぶん板状節理に，;Jiいものが発達している。

真黒のIi基中に，多数の斜長石斑品が不規則に散点しているのが，肉眼でも明らかにみ

とめられるの

~IJl.m

第 13 図 トマム川熔岩類

(斜長石の集斑品を多数合む岩相)

- 14-

政I:品として， 0 .4 xO.8mm 内

外の斜長石を多数ふくんでい

る(この斜長石は，集斑品を形

成しているものが多 L 、。このほ

かに， 0.2mm ほどの普通輝石

斑品が，ごくわずかであるがみ

とめられるの

;ti 基は， O.lmm 内外の大き

さの引状あるいは短柱状斜長石

が方向配列しており，この間に，

粒状の普通輝石が多量にみとめ

られるひこれらの問を褐色のガ

ラスがうずめており，さらに，

この中には多数の磁鉄鉱粒がみ

とめられる。



これまでのべた岩相のほかに，陸別図幅地域でしられていると同質とおもわれる，多孔

質の合かんらん石しそ輝石普通輝石安山岩が一部でみとめられる。しかし，その産状やま

わりとの関係は不明である。

トマム川熔岩頬は，すでにのべてきたように，あまり変質していない新鮮な岩石類から

なりたっている σ しかし，局所的には，赤鉄鉱によって汚染されて赤色化していることが

ある。この赤色化は，節理面に平行に行なわれていることが多いc

|重別図|隔で中新世のトマム川熔岩とされたものを，この図幅では鮮新世のトマム川熔岩

類として取扱ったわとくに問題になるのは，その地質時代である。これは，具体的には，

ラワン喋岩砂岩層の下位にあるか，それとも，上位にあるか，によって決定できる。しか

し野外でこれらの関係の観察できる所はないとしかしもし，ラワン喋岩砂岩層がこの

似ミ任主 /事百1 古，..s-f，:i乞半、半、 -r'i"X、云'r I -r， 、'2. L/>-;｢I 手，七旦之品 、，庁，+<hfc'舌 *~t主主<.-ft" I 弓ア"，、 Z~止，~
Attt::J ¥1'7¥/ c...LE'. 1ちZ;::<f J4J~} '-7 じだじし〆 '-'..' "oJ L 11.:<，，/\よーし〆，-戸方7 仁] , 、_ v ノ法~九ヨc... '1子守M人， L〆 '-v 'OJιf(~'-'

この熔岩に由来すると考えられるものがないのはなぜか，と\;、う疑問がItれてくる r すで

に説明したように，ラワン喋岩砂岩層の喋の内容は，ほとんどが，基盤岩に山来するもの

から構成されている p また，陸別同幅での説明によれば， トマム川熔岩には緑泥石化や珪

化などのみとめられる部分がある，とされているヶしかし，この[司幅地域のトマム川熔岩

類には，すでにのべたように，赤鉄鉱の汚染による赤色化以外に，この種の変質はみとめ

られないハしたがって，あるいは，陸別凶隔地域でみられた，結泥石化や珪化などをうけ

ている岩行は， トマム川熔岩とは別ものである，という可能性もあるのではなかろうかど

現段階では，若干の問題点もあるが， トマム III熔岩頭を弓t7ン喋岩砂岩層より上位の鮮新

itJ:の火山岩として取扱う方が，妥当であると考えられる。

III.2.3.3.3 ~1Il北火山岩類 (Sv)

主!I I北火山岩知、は，ほJI隔地域の中央部付近から北方へかけて拡がり，さらに，北隣接留辺

菜、凶|隔地域にまで分布しているハこの·1<jll岩噴は，等三上屯岩部と熔岩部の複合体を形成して

いるヶ大まかにみれば， ド部には集i鬼岩部が多く，上部はおも lご安山岩熔岩からなりたっ

ているっこの火山岩類の最 F部付近には，まえにのへたトマム III熔岩類のうちの細かな板

状節理の発達している岩相が，何枚か介在している η このことは，この火山岩類が，トマム

川熔岩類の噴出と一連の火山活動によ η てもたらされたものであることをしめしているつ

したがって，両者の境界は明確に定めることは凶畦であるが，いちおう集塊岩相の下|艮を

境いにしたハ

ここで集塊岩として取扱っているのは，集塊凝灰岩が主体であり，一部には集塊熔岩が

みとめられる。これを構成している角礁には，いろいろの種類のものがあるのもっとも多

- 15-



いのは，上部の熔岩を構成している岩質に類似のもので，斜長石斑品の多い黒色の安山岩

である。このほかに，石英安山岩などもみとめられる。これらの角礁の聞をうずめている

基質は，黄色ないしは黄褐色の粗粒凝灰岩である。

この火山岩類を構成している安山岩熔岩は，多数の斜長石斑品をふくんでおり，また，

10cm 内外の幅で板状節理が発達しているつ

この安山岩熔岩を顕徴鏡下で観察すればつぎのようである。

1-2mm ほどの大きさの板状あるいは柱状の斜長石を多数ふくんでいる。そのほかに，

長径 O.4 mm 内外のしそ輝石の斑品を少量ふくんでいる。このしそ輝石は，まわりが細か

な普通輝石粒によって包まれており，この両結晶で 1 斑品を形成しているようになってい

る。

石基はハイアロピリティック組織をしめしている。すなわち，短問状の斜長石がやや方

向性をしめして配列しており，その聞に，粒状の普通輝石や磁鉄鉱が散点している。これ

らの各鉱物聞は，灰色味をおびた褐色のガラスによって充填されている。

釧北火山岩類も，まえに説明したトマム川熔岩類にみられたように，部分的にいちじる

しく赤色化している。

III.2.3.3.4 石英粗面岩 (Lp)

石英粗面岩は，図幅地域の北端，池北線の東側付近に 1 ヵ所だけしられているのこの岩

石は，おそらく， トマム川熔岩類と釧北火山岩類との境界部付近に遊入した岩床体である

と推定される。しかし，露出が不良のために，あまり明らかではない。

この岩石は，桃色がかった灰色あるいは褐色，および白色あるいは黄色などの色が入り

混っている。しかも，これらの聞には，流理構造とみられる縞模様がみとめられる。この

岩石はかなり多孔質であり，孔のまわりには，孔をふちどるように，黄灰色あるいは白色

の部分がみられるの

顕微鏡下での観察によれば，つぎのようである。

多くの斜長石斑品をふくむ斑状構造をしめしている。斜長石斑品は， 1. 5mm ほどの大

きさの自形柱状ないしは板状結晶である。石英はごく少量みとめられるていどである。有

色鉱物はみとめられない。

石基は，微珪長質組織をしめし，全般に淡い褐色味をおびている。その中に，多少の色

のちがし、と粒度のちがし、による流理線がみとめられる。また，まえにのベた孔のまわりの

部分は，無色鉱物(斜長石，カリ長石，およびガラスなどとおもわれる)のスフェノレライ

ト様の組織をしめす集合体から構成されている。一部には，斜長石を中心に放射状に拡が

った，直径 3mm ほどの大きさのスフェルライトがみとめられる。不透明鉱物はあまり多

くないが，これらの聞に散点している。
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第 14 図 ニイトマム !I I 層と

1 ,500 m 山熔岩

a: 角礁岩 b: 黄色角礁凝灰岩

c: 浮石混り砂岩 d: 青色砂

e: 浮石混り青色砂 f: 赤色岩

砕，赤色粘土 g: 1 ,050 m 山熔岩

III.2.3.3.5 かんらん石玄武岩 (Ob)

この岩石は， $)11北信号所北四方の会，j[[~ヒ火山岩煩中にみられるの小規模の岩脈と推定され

るもので，この 1 ヵ所でみとめられるだけである

黒色を呈する硬質の顕品質岩て、ある(

O.7~l. Omm ほと、の大きさのかんらん石班品を多数ふくんでいるつそのほかに，斑晶状

の O.4mm 内外の淡緑色を呈する普通輝石，およびl.Omm 内外の斜長石なども多数みと

められる。かんらん石はかなり新鮮であるが，部分的には分解してチリ状物質の集合に変

っているものもあるつ

石基はインターグラニュラ一組織をしめしている今斜長石は曹灰長石で， O.I~l.Omm

ほどの長さの長柱状あるいは柱状結晶であるつこの聞を， O.lmm 内外の大きさの不規則

な形をした普通輝石粒がうずめているのまた，これらの各鉱物聞には，多数の磁鉄鉱が散

点i してし、る。

111.2.3.4 ニイトマム川層 (Nt)

ニイトマム川層は，ュイトマム川中流からポントマム川上流，さらに勲禰別川上流にか

けての地域に分布しているっこの地層は， トマム川熔岩類をおおっているものと考えられ

るが，直接の接触部はみられない勺また，ニイトマム III ぞいの森林軌道の東側にある切割で

は，明らかに I ， 050m 山熔岩におおわれているのが観察される。

この地層のもっともよく観察できるところは，まえ

にあげた切割で，そのスケッチを第 14 凶にしめしてあ

る。ここでは，下部から，黒っぽし、角喋岩，黄色の角喋

凝灰岩， I手石混り砂岩，青砂，赤砂，赤色岩砕混り粘土

のII国で，水平に近い傾斜の互層がみられる。上部が赤

味をおび下部が黒りほっし、ので，かなり対照的な色合い

をしているの黒っぽし、下部の地層にふくまれている角

蝶には，黒色の安山岩が多い。これに対し，上部には，

安山岩の赤色化したものが多くふくまれている。この

赤色化した安山岩片は，まえにのべたトマム川熔岩類

や釧北火山岩類、の赤色化したものと同質である。この

切割以外の地域では，露出が断片的であり，角喋凝灰

岩だけ，ある 1ぜ、は，砂岩だけしかみとめられないの勲

禰別川には，おそらく上部の赤色層に由来するとおもわれる赤色岩砕と赤色粘土が，谷に

向って多量に押しだされているところがある。この地層は，悶結度の低い岩相から構成さ
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れているが，一般的には，ハンマーでプこたし、て手ごたえを感じるていどの固さをもってい

る。層厚は，およそ士 50m である。

この地層の時代については，まだ，充分に明らかにできない状態である。これまで説明し

てきた事実からみて， トマム川熔岩類や釧北火山岩類などの赤色化岩片は，この地層の堆

積の末期に供給されていると考えられる。

このような赤色化は，おそらく，火山活動に伴う後火成作用によるものとみた方が妥当

であろう η 一方において，第四紀初頭とみられる 1 ， 050 m 山熔岩が，この地層をおおって

いる。これらから判断すれば，この地層の堆積は，鮮新世末とみた方がよいと考えられるつ

III.2.4 第四系

この図幅地域には，更新世のものとしては，段丘堆積層のほかに，安山岩熔岩，熔結凝

灰岩，火山灰層，および崖錐堆積物などが分布している。現世とみられるものは，現河川

にそって発達している沖積層だけである。これらの相互の地質関係は，段丘堆積層や沖積

層との関係から組立てることができる。

III.2.4.1 1 ,050 m 山熔岩 (Oa)

1 ， 050m 山熔岩は，図幅地域の南西端部に分布しており，さらに i持長凶幅地域内に拡が

っている σ 陸別図幅では，この熔岩が十勝層群を不整合におわっていることが明らかにさ

れている。

この熔岩には，一般に流理構造が発達しており，それに平行な板状節理が形成されてい

る。 この節理は 5~20cm ほど

の間隔をしめしており， トマム

川熔岩類でみられたものにくら

べて，間隔が大きい。場所によ

っては，角柱状の節理の発達し

ていることがある。灰色で，ざ

らざらした感じをもった硬質の

岩石であるの肉眼でも，容易に

わかる多数のかんらん石斑品を

ふくんでいることが大きな特徴

である。

顕微鏡下で観察するとつぎの

ようであるの斑晶として，多数

第 15 図 1 ， 050m 山熔岩

0: かんらん石 A: 普通輝石
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の斜長石，かんらん石，および if通輝1::iをふくみ，そのほかに，少量のしそ輝石がみとめ

られるのかんらん石は 1~2.6mm はとの大きさで，部分的にイデングス石化しているの普

通輝石は 0 .4~2mm ほどのいろいろの大きさのものがあり，柱状あるいは板状形をしめ

しているつ斜長石は一般に長軸 1~2mm ほどのものであるが， ときには，集斑品をつく

って 5mm にもおよぶものがある。

石基は，おもに，長軸が 0.1~0.2mm ほどの短問状斜長石と細粒の普通輝石とから構成

され，インターサータル状の組織をしめしている(これらの聞には，磁鉱粒が散点してい

るの各鉱物間隙は，無色のガラスによってうずめられているが，量はあまり多くな L 、 c

III.2.4.2 第 1 段丘堆積物 (T1)

この段丘は，標高 400m から 500m ほどの聞に分布している{この図|隔地域では，南端

部に 1 ヵ所しられているだけであるつしかし，陸別凶幅地域では， 1 ,050m ，[1熔岩と同時

代とおもわれる奥塩幌火山噴出物ω上f:' ，かなりム宇く発達しーこし、るη 斗の点からみ亡， こ

の段丘堆積物は1 ， 050m(1J熔岩の噴出後と考えるのが妥当である c

この段丘の堆積物は，ほとんどが，拳大から人頭大の安山岩疎からなりたっている。とこ

ろで，地形の項でのベた 400 と 500m のヂ坦面と，この第 1 段丘との関係はどうであろう

かのおそらく現在みられる干坦i面は，第 1 t交正堆積層として形成されたものであり，後に

削剥されてしまい，その堆積基盤が平坦面として告されたものではなかろうか。もし，こ

のように考えられるとすれば，地形ltfrr面凶や地形復元凶から明らかなように， 400m 内外

と 500m 内外の二つの段丘面があるとみられるのである勺

将来， くわしい調査によって，これらの面上から，段丘堆積物の残存物が採がしだされ

ることを期待したいc

III.2.4.3 勝山熔結凝灰岩 (Wt)

勝山熔結凝灰告は，五英安山岩fJのものであり， L'J I幅北西部の土居常品川および仁居常

呂川の谷にそって，点々と分布しているのしかも，このような分布状態は， I持長常Jl:凶 l幅

地域内でもみとめられている。したがって，この熔結凝灰岩は，討をうずめて流れたもの

が，その後に削剥されて現在のようになったと考えられる η 第 2 段丘堆積物との関係は，

この図II同地域では明らかでないハしかし，常元凶幅地域での調査資料によれば，指 2 段丘

堆積物によっておおわれる，といわれている〔

勝山付近では，標高 280~420m の間に位置し， 土 140m ほどの厚さをしめしている。

この熔結凝灰岩は，岩質がちがう上下 2 相にわけることができるの

下部相は 50m ほどの!享さをもち，垂直に近い節埋が不規則に発達している。暗渇色の

堅硬な岩質のもので，中に，黒色の黒曜イiのパッチをふくんでいる。

一 19 -



上部相は 90m ほどの厚さで，黄褐色あるいは灰白色を呈し， 多孔質で多量の浮石をふ

くみ，固結度の低い岩質であるの

この両岩相の境界部はあまり明らかでないが，ところによっては，拳大の安山岩礁が介

在している。

これらのうち，下部相を顕徴鏡下で観察すると，つぎのようである。

鉱物片として，多数の大小様々の大きさの斜長石をふくみ，そのほかに，しそ輝石や普

通輝石を少量ふくんでいるの石英はほとんどみとめられない。岩石片としては，ハイアロ

ピリティック組織をしめす安山岩が若干みとめられる。これらの聞は，褐色および無色の

ガラスがうずめている。このガラスは，不規則な縞模様によって特徴づけられる，典型的

な熔結組織をしめしている。

III.2.4.4 第 2 段丘堆積物 (T 2)

標高 300-380m ほどで，河川|からの比高が 100m ほどの付涯に， 平坦面をつくって各

所に分布しているのかなり解析されているが，堆積物はよく残されている。堆積物には，

拳大から人頭大までの大小様々の大きさの礁がみとめられる。この礁の大きさや種類は，

場所によって変化しているの一般に，よく円磨されている。礁の間には，砂や粘土などが

みとめられる。

III.2.4.5 第 3段丘堆積物 (T3)

現河川にそって， 10m 内外の比高をもって発達しているの砂，喋，粘土から構成されて

おり，きれいな成層をしめしていることがある。礁はよく円磨されており，親指大から人

頭大までの大きさをもっている。

層厚は， 4m 内外である。

III.2.4.6 置戸火山灰層 (Ov)

この火山灰層は，図 l隔地域の各所に，割合広く分布している。置戸町南部や文線西部で、

は， 10m 内外の厚さをもっているが，調1\北信号所付近では 20m 近くの厚さがあるのでは

ないかと推察されるのまた，所によっては 4m ほどのこともある。

この火山灰層は，一般に，灰白色のぴじェうに細かな火山灰と浮石から構成されている。

しかし浮石には，水によって円磨されたとみられる丸味をおびたものが多数みとめられ

る。ときには，聞に薄い砂層が介在していることがある。また，炭化木が一定の層準に横た

わっているのがみとめられる。このような現象は，この火山灰層が初生的な降灰によるも

のではなくて， 2 次的に水に流されて堆積したことをしめすものであろうのしかし，おそ

らくは，遠くから運ばれてきたものではなくて，その近くからの供給によるものと考えら
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れる c 中には，初生状態を保っているものもある可能性がある。したがって，各地に分布

している火山灰層を同一層準におくことは，妥当でなし、かもしれない。この点に関しては，

なお今後の調査によって，明らかにされることを期待したいp

なお，この火山灰層は，沖積両によ η て切られていることから，更新世末期と考えられ

ると

III.2.4.7 崖錐堆積物 (Ta)

産錐堆積物は，勝山の南東部に斜面を形成して分布している c この堆積物は，すべて背

後地の安山岩類の角喋から構成されている。これも沖積面によって切られているが，置戸

火山灰層との関係は，明らかでない c

III.2.4.8 沖積層 (AI)

これは，現河 iii にモって発達している氾槌原堆積物を主体にする地層である。この図幅

地域では，土居常呂川流域にとくに広く発達している。この図幅地域内で，農耕地として

利用されているのは，この地層の上に限られているの

なお， 1962 年(昭和 37 年) 6 月の十勝岳噴火の際の降灰は，この地域にもおよび，農作

物にかなりの被害をもたらしている。

IV 地史

この図幅地域の地史は，大体つぎのように考えることができる。

日高地向斜の後期から末期にかけての塩基性火成活動の結果，スピライト一輝緑岩系岩

類，それらの砕屑岩類，および赤色手ャートなどから構成される小利別層が形成されたハ

その時代は，おそらく，上部ジュラ紀であろうと推定されるヶその後，各地質時代にわた

って，いろいろの構造運動を行ない，上昇や沈降をくり返したものとおもわれるの

白望紀から古第三紀にかけての時期に，どのような地史をたどったかは，この地域に白

望系や古第三系が分布していないので明らかでない〔しかし，陸別層が，もしも古第三紀・

漸新 I吐の地層であることが確かであれば，漸新 til: には，小利別層をおおって，到 II路炭田の

堆積盆がこの地域にまで拡っていたと考えられるかもしれないの

中新世については，プロピライトが小部分にみられるだけなのでよくわからないの

鮮新世になると十勝層群の堆積が行なわれ，また膨大な火山岩類の噴出が行なわれた。十

勝層群の堆積は，ラワン喋岩層でしめされる浅海成の堆積物からはじまるわけであるのし

かし，その後の堆積物としては，この層群の中位に相当するとみられる陸成の文線層が局

所的に分布しているだけで，その他のものは，この図幅地域内にはみとめられない。しか
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しこの図幅より南方の地域においては，連続的な厚い堆積がみとめられているっこのよ

うないちじるしいちがし、は，ラワン喋岩砂岩層より上位の部分が削剥されたということも

あろうが，この地域が十勝層群の堆積盆の北限にあたっていたことによるものであろう。

十勝層群の堆積盆は，中新世末期のはげしい断裂運動によってひきおこされた，急激な沈

降作用によって形成されたと考えられるハそのために，初期に内陸深くまで海水が浸入す

ることになったのこの場合に，堆積盆の形を決定したものは，~然中新i吐の地形である。

東側は，小利別層とそれに連なる地層が，南北性の山陵をつくっていて，海浸を防いだであ

ろう。北部では，上支湧別構造線に関係して形成された， N60E 方向の山稜が存在してい

たのではなかろうか。西側は，その後の火山活動によって，西から東へ向って，多量の火

山岩類を流出したために，よくわからないの

鮮新世の火山活動は，初期には塩基性熔岩を流出し，後ほど次第に，酸性のものを流し

だしている。

鮮新世の火山岩類の上に形成された小さな湖盆上に，ニイトマム川層が堆積したもので

あろうハその時代は鮮新世の最末期であろう。

第四紀にはいると，それ以前の諸岩類、を不整合におおって， 1 ,050 ill 山熔岩とよばれる

基性安山岩の噴出が行なわれたっこの後，各段丘堆積物が，順次に形成されていった。堆

丘堆積物は，古いものではほとんど削剥されてしまい，平坦面としてだけ残されるように

なる。第 1 段丘堆積後のある時期に，熔結凝灰岩の噴出があり，また，第 3 段丘堆積物の

生成後には，多量の火山灰が降ったっ

その後も永続的に，削剥と堆積をくり返し，現在の河川のまわりに沖積層を発達させて

いる。

V 応用地質

この図幅地域に賦存している鉱床としては，マンガ‘ン鉱床と大理石鉱床がある。そのほ

かに，多量の石材が分布している。

VI. マンガン鉱床

マンガン鉱床は，小利別層を構成している赤色チャート中に佐胎しており，諸所に露頭

がある。しかし大部分のものは，若干深鉱されたていどで終り，稼行されたものは興隆

鉱山ただ一つである。

興隆鉱山

興降鉱山についての地質調査は，すでに土居繁雄によって実施され，報告されている。
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第 16 図 興隆鉱山第 2 常盤坑付近地質鉱床図

1 マンガン鉱床と赤色チャツト 2 赤褐色輝緑岩質凝灰岩 3 緑色スピライト質岩

4 断層および粘士代部 5 破砕帯 6 くずれ
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したがって，ここではその概要について説明しておく。

この鉱山は，小利別部落の北方，約 3km の林内の東部に位置している。小利日Ijから林内

までは，臼動車道路がつうじている。

地質および鉱床

マンカン鉱床の賦存している地域の地質は，大部分が赤色チャートであるが，そのほか

に，スピライト質岩や赤褐色輝緑岩質凝灰岩がかなりみとめられる。

赤色チャートの走向・傾斜は，かなり変化するが，大体 N 5~38° E , 45~758 SE ほどで

ある。

第 17 図 第 2 常盤坑口付近のマンガン鉱床の露頭

鉱床は，赤色チャートの走理

に平行に匹胎しており，数 mm

から数 em ほどの赤と黒の縞状

構造をつくっている。このよう

な形態は，赤色チャートの堆積

と同時に形成されたものと考え

られるが，その後に 2 次的富鉱

化が行なわれている。このこと

は，チャートの割日にそって，

マンガン鉱の細脈がフィルム状

にはいりこんでおり，さらには，チャートの層理を斜めに切って幅 20 em ほどの鉱脈が発

達していることから理解されるつ

鉱石

鉱石は，珪酸分の高い，いわゆる珪酸マンガン鉱である。鉱石鉱物としては，酸化マン

ガン鉱(ブラウン鉱)がおもで，ほかにごく微量の二酸化マンガン鉱がふくまれているめ

ときには，硫化鉄鉱がみとめられることがある c

鉱石の品位は，チャートとマンガン鉱が縞状になっているために，縞の大小によって，

品位に差がある。したがって，マン力、ン鉱の黒縞の部分だけをとりだせば， 45~52 .'?，;;ほど

で，かなり高品位である。

今後の問題

この鉱床のばあい，珪酸分の除去が容易に行なわれ，鉱石の品位を高めることができる

ならば，開発の可能性がある。また，さらに周辺の詳細な調査を行ない，新鉱体の発見を

行なうことが必要である。
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V.2 大理石鉱床

小利別層を構成している輝緑岩質凝灰右 I判こは，各所にレンズ状の石灰石が匹、胎してい

る。これらはどれも，品位の点で、は問題ないが，鉱量が少ないために利用されないでいる。

ところが，これらのうちで，図幅南東部の東側には，大理行として利用できるものが賦存

しているのこれは， JIlL 一fi という名でよばれており， IV くから，この地域の人達によって

しられてきたもののようである勺筆者の 1 人鈴木は，これについての調1tを実施し，すで

に報告した η その際にものべたことであるが，川上石とよばれる大理石は，ひじように美

しい模様をもっており，工芸品用原料としては充分に利用できるものであるの払量があま

り多くない点は問題でもあるが，この種の大理行がまだ周辺に賦存する可能性があるので，

具体的な利用計両をたてる必要があると考えられる。

V.3 石材

この凶|隔に分布している石村は，砕イ i として利用 fUli 仰のあるものであるのすでに，陸 JJIJ

営林苫では，森林軌道用あるいは道路用の敢行として利用している σ 釧路や北見地域で，

この種の行付があまり豊高で、ないことからみても，将来大いに利用することができょう。

なお， トマム川熔官煩にみられる鉄平石様の安山岩は，建築用 fi 付として利用できる可

能性があるのこの点について，さらに具体的な調査が~まれるヶ
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EXPLANATORYTEXT
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Resume

ThemapareaoftheSh6toshibetsusheetissituatedintheeastern

partofHokkaido betweenLat.43ー30'-43ー40'N andLong.143ー30'ｭ

113;}45'E.

Onthewhole, the mapareashowsasmooth landorm, butthe

topographicfeaturesareconsiderably di 百erent betweenthewestern

areawherevolcanicrocksaredistributedandtheeasternareawhere

thePre-Cretaceous Shδtoshibetsu formationisdistributed. Thearea

oftheSh6toshibetsuformationismarkedwithanintricatepatternof

steepvalleys. Ontheotherhand , theareaofvolcanicrocksischaｭ

racterizedbyagentleandmonotonousvalleytopographywithfew

tributaries.Inthisareafivelevelplanesunrelatedtothevalleytopo ・

graphyarefoundattheapproximatealtitudesof250m , 300m , 400m ,

500m and600m abovesealevel. The600m planeisassumedtobe

alavaflowplane(lavaplateau)buttheotherfourareprobablythe

terracesurfaces.

Geology

Variouskindsof volcanicand sedimentaryrocks belongingto

Jurassic, TertiaryandQuaternarysystemsaredistributedinthemap
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area.

Jurassicsystem

TheJurassicsystemofthemapareaisrepresentedonlybythe

Shδtoshibetsu formationwhichtrendsnorth-southintheeasternpart

ofthearea. Theformationconsistsofredchert, diabasic tu 百 and

spiliticrocks. Theredchertisaradiolarianchertcharacterizedby

dark-redtint, andisintercalatedwithseveralbedsofredtu 任aceous

rock. Thediabasictu 百 comprises agglomerate-tuff , coarsetuffand

finetuffite. Angularpebblescontainedinthisdiabasictu 百 are mostly

spiliticrocks. Thespiliticrocksareclassifiedintonormalspiliteand

finediabasicrock.Thenormalspilitepresentspillowstructure, and

itsdistributionislimited. Itisareddish-brownrock , havingamygｭ

daloidalstructureandcontainingabout6% soda. The 白ne diabasic

rockoccupiesthegreaterportionofthespliticrocks. Itisafineｭ

grainedgreenrock;microscopicobservationrevealssubophitictexture,

consistingofcolorlessaugiteanddirtyalbiticplagioclase. Thesoda

contentisabout4% whichislowerthanthatofthenormalspilite.

TheShotoshibetsuformationcomposedoftheserocksisaproduct

ofthebasicvolcanicactivityintheHidakageosynclinalstage. Straｭ

tigraphicallytheformationcanbecorrelatedwiththeYamabeformaｭ

tionoftheSorachigroup.

Tertiarysystem

TheRikubetsuformationisdistributedintheeasternmarginof

themaparea. Itconsistsentirelyofterrigenousconglomerate, and

itsagehasnotbeendeterminedyet.

Propylite, whichisprobably Miocenein age, cropsoutlikea

window surrounded by the Pliocene volcanics. Itsrelationtothe

surroundingrocksisunknown. Thisrockischaracterizedbychloriｭ

tizationandalbitizationof'differentnaturefromthoseoftheaboveｭ

mentionedspiliticrocks.

TheTokachigroupisPlioceneinage, andissupposedlyresting

ontheMioceneandolderbedswithaclino-unconformable relation,

althoughsucharelationisnotobservedinthemaparea. TheTokachi

groupofthisareaisrepresentedbytwomembers, theRawancong-
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lomerate-sandstonememberinthelowermosthorizonandtheBunsen

memberinthemiddlehorizon. TheRawanconglomerate-sandstone

memberconsistsofconglomeratewhichcontainswell-roundedpebbles

offingertipto 自st size. Thepebblesare sandstone, slate, chert,

spiliticrockandhornfels , whichwereprobablyderivedfromthepreｭ

CretaceousHidakasupergroup;pebblesofgraniteanddioritePresuｭ

mablyintrudingtheHidakasupergrouparealsofound. Inthisarea

no fossils havebeen collected fromthismember , butinthearea

to the south the Patino ρecten (Forti ρecten) takahashii (Yokoyamα)

assemblagefaunaisknown. The Bunsenmemberisaterrigenous

formation consistingofalternatingtu 旺， coarse sandstone and fine

conglomerateo

ThePliocenevolcanicrocksshowthewidestdistributioninthe

maparea. Inascendingorder, theyarecalledtheKunnebetsu lava ,

theTomamu ・gawa lavasandtheSempokuvolcanicrocks.

TheKunnebetsulavacoversthe Rawanconglomerate-sandstone

memberandtheSh6toshibetsuformation. Itisafine-grainedbasalt

withplatyjoints.

TheTomamu-gawalavasarewidelydistributedcoveringtheRaｭ

wanconglomerate-sandstone memberandtheKunnebetsulava. The

greaterportionisoccupiedbyaugiteandesite andhyperstheneaugite

andesite, markedwithplatyjointsatintervalsofseveralmillimeters

toseveralcentimeters. Thejointplaneisparalleltotheflowplane.

Containingsmall quantities of plagioclase , augite and hypersthene

phenocrysts , thelavasshowporphyritictexture; thegroundmassis

hyalopiliticintexture.Thelavaspartiallyshowadi百erent facieswhere

augite phenocrysts are almostnon-existentbutglomeroporphyritic

phenocrystsofplagioclaseareabundant.

TheSempokuvolcanicrocksareinatransitionalrelationwiththe

Tomamu-gawalavas. Thelowerpartconsistschieflyofagglomerateｭ

tu 百， whereastheupperpartispredominantlyandesitelava. Angular

pebblesintheagglomerateare, forthemost part, hyperstheneaugite

andesitewhichcontainslarge phenocrystsofplagioclaseandhasthe

samecharacterastheandesiteconstitutingthelava. Dacitepebbles
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arelocallyfound.

Therearealsosmallmasses of lipariteandolivinebasaltthat

werepresumablyintrudedintothePliocenevolcanicrocks.

The Niitomamu ・gawa memberisdevelopedintheborderarea

betweenthePliocenevolcanicsandthe1,050 m-yamalavawhichisan

Early Quaternaryvolcanic rock. The memberconsistsof breccia,

tn百breccia andsandstone. Althoughdetailsareunknownbecauseof

sporadicoutcrops , theformationisconsideredtohavebeendeposited

inalakebasinattheendofthePliocenePeriod.

Quatarnarysystem

The Quaternarysystemofthemap areacomprisesPleistocene

volcanicrocks , weldedtu 百， volcanicashes , terracedepositsandalluvial

deposits; theyaredescribedinascendingorderasfollows:

The1,050 m-yamalavaisdistributedinthesouthwesterncorner

of the map area. Thelava, unconformablycoveringthe Pliocene

sedimentary andvolcanic rocks, is a hyperstheneaugite andesite

containingmanylargeolivinephenocrysts , andismaredwithwidelyｭ

spacedplatyjoints.

Thefirstterracedepositsformalevelplaneatanaltitudeof

slightlyhigherthan400m. Ingeneral, thedepositsarepoorlypreｭ

served.

TheKatsuyamaweldedtuff isdistributedalongtheShiitokoro ・

gawaandthe Niitokoro ・gawg inthenorthwesternpartof the map

area. Thetu 百，士 140 m thick , issupposedtohave 自owed overtheold

valleytopography. Therockcomprisestwofacies, hardlowerfacies

containingmanyobsidianpatchesandsomewhat looseupper facies ,

bothbeingdacitic.

Thesecondterracedeposits , occurringatanaltitudebetween300

m and400m , formalevelplaneofabout100m inrelativeheight

fromthepresentriver-bed. Inspiteoffairlyadvanced dissection,

thedepositsarewellpreserved.

Thethirdterracedepositsaredistributedalongthepresentrivers,

witharelativeheightofabout10m.

TheOketovolcanicashbedisdistributedinvariousplaces, cove-
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ringthethirdterraces. Thisbedmayhavebeenformedbyasecondary

sedimentationratherthanbyaprimaryash-fall.

Inadditiontotheabove, talusdepositsofprobablyLatePleistocene

arelocallyfound.

EconmicGeology

Oredepositsofeconomicvalueareveryfewinthemaparea.

manganeseoreandmarblearetheonlydepositspresently known ,

bothoccurringintheSh6toshibetsuformation.

Themanganeseoredepositoccursparalleltothebeddingplane

ofredchert, presentingabandedstructurewiththechert.Thisdeposit

wassynchronouswithsedimentationofthechertandwassecondary

enriched. Theoreismainly"manganeseoxide(braunite)Jaccompo.nied

byaverysmallquantityofmanganesedioxide(pyrolusite). Onrare

occasions, pyriteoccursbyitself.

Themarbleisfoundindiabasictuff. Itoccursassmalllenticular

bodies, andischaracterizedbyabeautifulmosaicofcolors.
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